
 

 

 中学部・高等部になると「作業学習」という学習があります。作業学習とは、将来働き、自立した生

活を送るための力を付けるための学習です。どちらの学部も『働く人になる』を目標に、中学部では基

本的な働く人になるための姿勢や挨拶の仕方等を学びます。高等部では、卒業後の進路を見据えて、

より具体的な働くために必要な技能を学んでいきます。 

当校の中学部・高等部ではどんな学習をしているのか、今回はそれぞれの学部の作業班について

紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

         

   

 

 

 

中学部・作業学習の紹介 

進路だより  
令和４年５月２７日 恵那特別支援学校 進路支援部 №１ 

 

作業学習って？ 

紙工班 

給食の牛乳パックを材料にして、紙製品を

製作しています。紙工班では、いくつかの工程

を分業化し、一人一人が責任をもって作業を

行っています。みんなで力を合わせて作った製

品をたくさんの人に楽しんでもらいたいです。 

 

クラフト班 

刺し子とステンシルの製品を中心に製作してい

ます。どのように取り組めばきれいな製品ができる

のか、一人一人が考えながら作業をしています。 

愛用してもらえる製品づくりを目指しています。 

陶芸班 

お皿やコップ、ヘアゴムを作っています。 

『こて』という木の板を使って粘土の中の空気

を抜くように、優しく丁寧に締めていきます。そ

して、表面にしわが入らないように一回一回確

認しながら仕上げていきます。 

 使う人が笑顔になってくれるような素敵な製

品ができるように頑張っています。 



ホームページ上で進路だより、進路状況を掲載しています。

ぜひご覧ください。 

ＵＲＬ http://school.gifu-net.ed.jp/ena-sns/  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高等部・作業学習の紹介 

 

 

窯業班 
お皿やろくろ成型のお茶碗などさま
ざまな製品を作っています。粘土の切り
方、力の入れ具合等、一つずつ丁寧に
行っていきます。成型、素焼き、施釉、本
焼きと、出来上がるまでに時間を要する
のが特徴です。 

木工班 
カッティングボードや木べら等、さま
ざまな製品を作っています。今年度も、
木工の専門的な知識、技術を身に付
け、生徒がアイディアを出し合い、新製
品を作る予定です。 

 

縫製班 
布マスクやトートバッグ等ミシンを使
って布製品を作っています。布に合う糸
やボタン等を選び、一つ一つ丁寧に製
品を作っています。 

 

軽作業班 
外部から委託された「土入れ」や
「ラベル」の仕事やビーズを使った製
品作りをしています。製品づくりでは細
かいビーズをミスなく入れるよう、手元
をよく見て作業に取り組んでいます。 

クリーンサービス班 
「働く人」を目標に清掃と喫茶サービ
スの学習をしています。清掃、喫茶サー
ビスを通して社会人になるためのマナー
や作業効率を考えて主体的に作業でき
るように学んでいます。 

 

工芸班 

はた織りで織った布
をミシンで縫ってバッ
グにしたりポーチにし
たりして、一つ一つ丁
寧に製品を作っていま
す。 

http://school.gifu-net.ed.jp/ena-sns/

